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１．はじめに
　日本語において、現実世界の出来事を時間的に位置づけるには、大きく二つの表現手段がある。
一つは述語となる単語の語形変化としてのテンスであり、もう一つは、状況語として使用される時
間名詞である。後者については、「今」「昨年」などのダイクティックなものと「当日」「前年」な
どの非ダイクティックなものがある。本稿では、このうちの「今」に注目する。
　この「今」については、川端（1964a、1964b）では、「持続的な現在」を表し、「持続の幅は絶
対的なものではなく、関心に応じた伸縮をもつ」と指摘している。また、森田（1980）では、「今」
は「発話の時点において、過去と未来とに挟まれた「時」を認識し、表す」としている。「厳密な、
過去と未来との境めの瞬間のみを表すのではな」く、「話し手の位置する時点から見て「今」と考
える射程は、とらえる対象によって違ってくる」と指摘している。
　本稿では、「今」の諸用法のうち、特に書き言葉において、次の例のように、連体修飾節をとり
ながら、実質的に状況語節として働く現象に焦点を当て、こうした複文の意味的・文法的な特徴に
ついて論じていく。
　１） 「ＴＰＰが事実上崩壊した今、東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）締結に向け、日本
がリーダーシップをとるべきだ。」（朝日新聞2017年２月27日　週刊アエラ）
　このような例は、新聞においては決して珍しいものではない1。「今」が現在という時間を示しな
がら、その「今」がどのような時期なのかという認識を「ＴＰＰが事実上崩壊した」という連体修
飾節で提示し、そのことを理由として、今後、「日本」が行うべき対応策を主節で提案している。
この場合、「ＴＰＰが事実上崩壊した今」は、時間を表すという点でも、また理由を表すという点
でも、文の中では、実質的に状況語節2として働いていると見ることができる。
　さらにここで注目したいのは、すべての時間名詞がこのような状況語節を形成することができる
1　 後述するように、筆者の調査では、二年分の新聞記事において1407例の使用例が抽出された。つまり、一日
あたり約二例の使用があるということになる。
2　高橋ほか（2005）を参照。文の状況語として働く従属節のことである。
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というわけではないということである3。さらに言えば、時間名詞が連体修飾されること自体、特異
な現象である。
　本稿では、このような「～今」をもつ複文を対象とし、新聞記事より収集した用例を用いて4、そ
の意味的・文法的な特徴について考察することを目的とする。
２．先行研究
　前節でも取り上げたように、時間名詞「今」についての研究はいくつかあるが、これが連体修飾
節をとりながら、ある種の状況語節を構成したりするという事実を指摘し、これについて考察した
先行研究はない。例えば、森本（2005）では、「～今」を副詞節としている点が注目されるが、そ
の意味については、「「過去形＋今」、「非過去形＋今」という形式があるが、いずれも現在ある事態
に到達したということを述べ、その時間を区切りとして、どんな出来事が起こるかを述べる」とい
うように時間的な側面を述べるにとどまり、理由節としての側面については捉えられていない。
　「～今」の時間節としての側面を分析するにあたっては、時間従属複文に関する先行研究が参考
になる。例えば、言語学研究会・構文論グループ（1985）、工藤（1995）などである。「今」によっ
てむすばれる二つの節の表す出来事の時間関係は「同時関係」であり、この関係は従属節と主節が
「とき」でむすばれる場合と同じである。
　言語学研究会・構文論グループ（1989）では、同時関係をあらわす接続詞「とき」によってむす
ばれる時間的つきそい・あわせ文について、つきそい文にあらわれるテンス・アスペクト形式があ
らわす意味について、次のように記述している。
　ひとくちに《同時性》といっても、実際には、つきそい文の述語の位置にあらわれてくる動
詞のかたちによって、ふたつの出来事の同時的関係はすこしずつことなっている。たとえば、
つきそい文の述語の位置にあらわれてくる動詞が「したとき」のかたちをとっていれば、おお
くのばあい、つきそい文によってさしだされる動作あるいは変化が限界に達して、完結したと
きに、いいおわり文の出来事は実現しているし、「するとき」のかたちをとっていれば、そこ
にさしだされる動作あるいは変化が限界に達するまでに、いいおわり文の出来事が実現してい
るだろう。また、つきそい文の述語が「しているとき」や「していたとき」のかたちをとって
いれば、それによってさしだされる《動作》あるいは《変化の結果》が継続しているときに、
いいおわり文にさしだされる出来事が実現している。
3　 「昨日」「明日」「昨年」「来年」などにはほとんど見られない。「現在」には見られるが、「今」と比べて圧倒
的に少ない。
4　 朝日新聞記事データベース「聞蔵」を利用し、2016年１月１日～2017年12月31日の二年間のすべての記事（週
刊アエラを含む）から「今」の用例を検索し、その中から考察対象として1407例の用例を得た。
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　これらの指摘のうち、「したとき」「しているとき」については、ほぼそのまま「した今」「して
いる今」にも当てはまる。しかし、「するとき」と「する今」は対応しない部分があり、「していた
とき」に対応する「していた今」は例外的にしか見られない。
　そして、以上のような同時性というタクシス的な関係のほか、条件づけ・条件づけられの関係も
同時に存在していることもあわせて指摘している。
　この種の時間的な条件づけは、まずおおくのばあい、場面的な条件づけをともなっている。
つまり、つきそい文にさしだされる動作なり状態はあたらしい場面をつくりだしていて、その
場面のなかでいいおわり文にさしだされる出来事は実現するし、進行するのである。／（中略）
／この場面的な条件づけの関係は、ふたつの出来事のあいだの関係のしかたによっては、原因
的な条件づけの意味をおびてくる。つきそい文にさしだされる出来事は直接的な原因として、
あるいはきっかけとしてはたらいて、いいおわり文にさしだされる出来事を成立させている。
　従属節と主節が「とき」にむすばれる複文が表すのは、時間関係にとどまらず、因果関係にもお
よぶというこの指摘は、「今」にも当てはまり、きわめて重要である。
　また、工藤（1995）では、時間従属複文は、２つの出来事の〈時間的順序関係（タクシス）〉の
観点から大きく〈共起（＝同時）的時間関係〉を表すグループと、〈継起（＝継時）的時間関係〉
を表すグループに分けている。そして、時間関係と因果関係の関係についても言及し、「時間関係
ぬきの因果関係はありえず、また、時間関係をとらえるとすれば、そこにimplicitには因果関係性
が含みこまれてくる」としている。〈先行―後続〉関係にある場合は、先行の出来事が原因を、後
続の出来事が結果を表し（「存分に殴り合った後、ついに二人とも立ち上がれなくなった」）、〈同時〉
関係にある場合には、従属文が原因を、主文が結果を表す（「しかしきみはハツ子に抱きつかれた時、
びっくりしたろう」）。
　従属節と主節の時間関係や因果関係に関するこれらの先行研究の指摘は、本稿が対象とする、従
属節と主節が「今」でむすばれる複文を記述するうえで非常に参考になるが、以下に述べるように、
「今」がダイクティックな現在を表すことに起因して、独自の特徴も少なからず見られる。それは、
文体的な面、時間的な面、モーダルな面にわたる。以下では、この複文の時間従属複文としての特
徴と因果関係を表す複文としての特徴に分けて見ていく。
３．時間従属複文としての特徴
３．１　述語の品詞とテンス・アスペクト形式の分布
　まず、従属節と主節の述語の品詞とテンス・アスペクト形式の分布について調査した結果を示し
ておく。
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表１　述語の品詞の分布
従属節 主節
動詞 1159（82%） 1017（72%）
形容詞 51（４%） 138（10%）
名詞 197（14%） 198（14%）
その他（省略など） ０ 54（４%）
合計 1407（100%） 1407（100%）
表２　述語のテンス・アスペクト形式の分布
従属節 主節
スル 319（23%） 284（20.2%）
シタ 695（49%） 142（10.1%）
シテイル 145（10%） 203（14.4%）
シテイタ ０ ３（0.2%）
その他（省略など） 248（18%） 775（55.1%）
合計 1407（100%） 1407（100%）
３．２　従属節と主節の出来事の時間関係
　すでに述べたように、「今」でむすばれる従属複文は、「とき」でむすばれる従属複文と同じよう
に、同時関係性を表す。以下、この同時関係性がどのように実現するかを、従属節のテンス・アス
ペクト形式ごとに見ていく。同時関係性のバリアントには、重複的同時性と接触的同時性がある（工
藤1995）。
３．２．１　従属節の述語がスル形式・シテイル形式の場合
　従属節の述語がスル形式・シテイル形式の場合から見る。スル形式の例の多くは、重複的同時性
を表す。すなわち、従属節の出来事（動作や変化）の継続過程と主節の出来事が同時であることを
表す。例えば、1）の例では、「夏の大会が近づく」という変化の過程と「練習で積極的に声を出す
ようになった」という変化の完成および後続段階の同時性を捉えている。つまり、主節のシタ形式
はパーフェクト5である。また、従属節の出来事も主節の出来事も現在のことであるから、主節の
シタ形式は現在パーフェクトである。
5　 工藤（1995）を参照。パーフェクトとは、〈先行する時点における運動の完成性〉、〈後続する時点＝設定時点
における運動の直接的結果あるいは間接的効力の継続性〉の両方を〈複合的〉にとらえるアスペクト的意味
である。
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１） 主将の岡部凌（りょう）（17）はみんなが自然と丸刈りになったチームに感じている。「い
ろんな壁がなくなり、ようやくまとまりが出てきた」
　夏の大会が近づくいま、今村は練習で積極的に声を出すようになった。部を離れる前
以上に。「充実している。冬にいなくてみんなに迷惑をかけた。少しでも役に立ちたい」
（2016年６月30日　朝刊　東京Ｂ・２地方）
２） 子宮内膜症は、月経血が逆流して卵巣などに付き、血液とともに体外に出るはずの子宮内
膜に似た組織がそこで増殖する病だ。戦前100回程度だった女性の生涯の月経回数は晩婚
化と少産化が進むいま、４～５倍に増え、この病気に苦しむ女性が増加した。潜在患者は
250万～260万人といわれ、不妊に至る例もある。（2017年２月10日　朝刊　２総合）
３） 保護された猫とふれあって、里親になってもらう猫カフェをしているが、猫ブームといわ
れるいま、メディアの取材などが増えた。日本経済を底上げするには、政府には、中小企
業の抜本的な経営改善につながる施策にも取り組んでほしい。（2016年５月16日　朝刊　
オピニオン１）
　これらの例では、主節の出来事は継続性であるから、従属節のスルは継続相のシテイルに置き換
えることもできる。また、主節のシタは現在パーフェクトのシテイルに置き換えることができる。
ただし、従属節の出来事が継続性である場合、シテイル形式の例よりもスル形式の例のほうがかな
り多い。次に、従属節の述語がシテイル形式の例を挙げる。これをスルに置き換えることもできる。
４） 訓練については「やらないよりはやった方がいい」と理解を示す。一方、北朝鮮が米グア
ム島周辺に中距離弾道ミサイルを発射すると予告するなど、米朝関係が緊張している今、
「このタイミングの訓練では日本国民の不安をさらに高め、冷静で合理的な判断ができな
くなる」とも指摘する。（2017年８月29日　朝刊　２社会）
　次のような例では、主節の述語がスル形式になっているが、これらは現在を表している。重複的
同時性ということでは、前の例と変わりない。
５） 難民問題が叫ばれている今、この史実は私たちに重くのしかかります。この辛く苦しく残
酷なサウルの物語を、現代を生きる私たちは自分事として受け止めなければなりません。
（2016年３月19日　朝刊　佐賀全県・１地方）
６） 学ぶことの多かった食堂を、２年前去った。「年齢を考えると、残された時間は小説を書
くのに、めいっぱい使いたい」と決心した。ただ、筆一本で暮らす今、力の源はやはり食、
と身に染みる。（2016年８月14日　朝刊　読書４）
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７） 私が一番大切にしている言葉は「一度始めたことは最後までやり切る」。母が残してくれ
た言葉だ。空港の地上スタッフを目指す今、つらいことがあってもこの言葉のお陰で頑張
れる。母が元気でいたら、「よく頑張っているね」と褒めてくれるだろうか。いやきっと、「ま
だまだ」と背中を押してくれるに違いない。（2017年７月28日　朝刊　オピニオン２）
　以上は、部分的同時性の例であったが、従属節と主節の両方が継続性の述語の場合は、全体的同
時性になる。
８） 日本や欧州などの同盟国との協力関係を米国が軽んじれば、世界の安保環境は激変する。
強国が力任せに周辺国を脅かしたり、独裁政権が人権を侵害したりする行為が各地で続く
今、同盟国が結束して危機を封じる意義はむしろ増している。（2016年７月23日　朝刊オ
ピニオン２）
９） 代表の星川満さん（74）は「県内全市町村に温泉が湧き出す山形県で、新庄が温泉のない
自治体になっていいのかという思いがある。高齢化が進む今、温泉は、お年寄りの健康長
寿や外出機会づくりにも役立っている」と話す。（2017年11月15日　朝刊　山形・１地方）
10） また、カトリック圏のフランスでは、キリスト教に関連した言い回しも多いという。言語
が人の思想に与える影響の大きさ、文化との関わりの深さが感じられる。
　グローバル化の進む今、外国の言葉の背景にある文化を理解することが大切になって
いる。「国際人」とは多様な文化を受け止め、様々な角度からものごとを見られる人のこ
とだと思う。道具としての言語ではなく、文化としての言語をじっくりと学びたい。（2017
年２月３日　朝刊　オピニオン２）
11） 篠田昭市長は、市が農業特区に指定されており、農家レストランや特例農業法人など先進
的な取り組みができると紹介。ドローンやセンサーを使った水田管理など機械化も進んで
いるとして、「農業の高齢化が進んでいる今、もうかる農業の実現に向けて効率化が求め
られている」と話した。（2017年９月10日　朝刊　新潟全県・１地方）
　ごくわずかであるが、主節がシテイタ形式の用例もある。「今」と過去形の共起は会話文ではあ
りえないが、小説の地の文の内的意識提示部分では起こりうる。内的独白としての本来的現在形を
過去形に変えるという文体的技巧で、「描出話法」と呼ばれている（工藤1995）。次の例は、小説で
はなく、ルポルタージュであるが、二重視点化という原理は共通であろう。その点を考慮すれば、
この例でも、同時的関係性は成り立っているといえる。
12） 五輪憲章は国家間同士の対決色を打ち消そうと努めるけれど、五輪が世界で愛されるのは
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国別対抗戦のだいご味だと、リオで取材をして改めて感じた。
　内向き志向の潮流が世界を覆う今、そうした排他的なナショナリズムとは一線を画した
平和な空気が選手村を包んでいた。各棟のバルコニーの外には母国の旗が誇らしげに掲げ
られた。リオで目にしたのは、健全な愛国心を背負ったアスリートの戦いだ。（2016年８
月22日　夕刊　２社会）
３．２．２　従属節の述語がシタ形式の場合
　次に、従属節にシタ形式があらわれる場合を見る。この場合も、同時関係を表していることでは、
これまで見てきた場合と同様である。ただし、重複的同時性ではなく、接触的同時性になる。接触
的同時性とは、従属節の出来事の結果段階（限界達成後の段階）と主節の出来事の同時関係性であ
る。例えば、13）では、「高校野球を終える」という限界に達した後の段階が「プロで活躍できる
選手になるのが目標となった」のと同時であることを表している。
13） 「負け続け、苦しんだ３年間でしたが、高校野球人生は充実していた」と大泉主将。高校
野球を終えたいま、プロで活躍できる選手になるのが目標となった。（2017年７月27日　
朝刊　山形・１地方）
14） 囲碁の謝依旻（しぇいいみん）女流本因坊（26）が女流５タイトルを史上初めて独占した。
負けず嫌いがプラスに働くのか、苦しい戦いでも勝負強さを発揮し、最後には勝利を引き
寄せる。タイトル獲得数25は断トツだ。国内の女流囲碁界を制覇したいま、改めて世界戦
での活躍を目標に掲げた。（2016年７月21日　夕刊　囲碁将棋）
　また、ここでも、主節の述語がシテイタ形式の例がわずかながらある。すでに述べたように、こ
れは二重視点化の現象であり、同時関係の例外にはならない。
15） 伝説の振付家、ピナ・バウシュがドイツ・フォルクヴァング芸術大学で師事したクルト・
ヨース。ドイツの現代ダンスの祖ともいえる彼が、明快な反戦メッセージを込めて作った。
ナチスが台頭するなか、国際会議の緑のテーブルを囲み、怪しげな会話、口論をする男た
ち――。
　上演には、作品の対峙（たいじ）した時代背景を知ることも必要とヨースは考えた。そ
の彼も、後を受け継いだ娘も亡くなった今、新たな上演はない気がしていた。
　そんななか、ピナがフォルクヴァング芸術大学の学長時代に留学した岡登志子が、現代
の「緑のテーブル」として再構築したものを見た。（2017年４月６日　夕刊　ｂｅ木曜２面）
16） 記者は15年前も一緒にこの旧村を訪れた。当時はスベトラーナさんの家は形をとどめ道路
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もわかった。
　事故から30年を経た今、屋根が落ちて形が崩れ、れんが壁の間には床材、屋根材が折り
重なっていた。スベトラーナさんは「この玄関の前にバラを植えていた。ここが居間……」
と言いながら泣き出した。（2016年４月24日　朝刊　１総合）
３．２．３　従属節の述語が準アスペクト・組み立て形式の場合
　従属節の述語が基本的なテンス・アスペクト形式ではなく、準アスペクト・組み立て形式の場合
もある。
17） 現在の危機はむろん北朝鮮によってもたらされたものだ。しかし現職大統領のキャラクター
によって米国自身が不安定要因になりつつあるいま、東アジアは倍増（ばいま）しの暗雲
に覆われた観がある。（2017年10月１日　朝刊　３総合）
18） 安倍首相が解散に踏み切ろうとするいま、首相がすべての衆院議員をクビにできる解散権
のあり方に疑問が募る。（2017年９月22日　朝刊　オピニオン２）
19） 「期待します。確かに過去の例は大概、失敗しています。性的関係、能力差、結局は個性
の差や自我を超えることができずに、消滅していった。でも、強力な経済システムを携え
た国家が存続していくいま、一人ひとりがしたたかに生き抜くしか、対抗するすべはない。
その可能性の一つが、コミューン的なもの、個人のつながりや連帯かもしれない」（2016
年４月12日　朝刊　オピニオン１）
　これらについても、それらの形式がさしだす運動の時間的展開段階と主節の出来事の同時関係を表
す点で、これまでに見た例と大きく異なるものではない。
３．２．４　従属節の述語が形容詞・名詞の場合
　従属節の述語には、アクチュアルな時間的展開がない形容詞、名詞があらわれることもある。し
かし、考察対象の1407例のうち、形容詞は51例（４%）にすぎず、名詞も197例（14%）にとどまる。
20） 「生まれた土地で人生を」という生き方が難しいいま、映画は奇跡のような家族のかたち
を見せてくれる。病気の不安を紛らわそうと焼酎に酔いつぶれるトラさんの姿や、息も絶
え絶えに病床で語るトラさんの、親として夫としての言葉も、カメラは記録している。取
材者がたっぷり時間をかけて家族と信頼関係を築いたからこそ撮れた映像といえる。（2016
年９月15日　夕刊　芸能３）
21） 米新政権の出方が不透明な今、日韓の連携が弱まれば、対北朝鮮、対中国の政策に影響す
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ることは避けられない。（2017年１月７日　朝刊　２総合）
22） コンピューターグラフィックス全盛の今、製図用ペンや銅版画も駆使して、手描きにあく
までこだわる。（2017年12月８日　夕刊　ｂｅ金曜６面）
23） 日馬富士の事件の行く末は不透明だ。危機の今、1883（明治16）年から134年間、幕内力
士を途絶えさせていない青森県出身力士の伝統の力で、角界を下支えする必要がある。
（2017年11月19日　朝刊　地東北・県版スポーツ）
３．２．５　「とき」でむすばれる従属複文との比較
　「今」でむすばれる従属複文を時間の従属複文として観察する場合、もっとも重要な比較の対象は、
「とき」でむすばれる従属複文である。「今」でむすばれる従属複文に関して行った、前節までの記
述を踏まえ、両者の共通点と相違点をまとめておきたい。
〈両者の共通点〉
・ いずれも基本的に同時関係を表し、重複的同時性・接触的同時性・全体的同時性・部分的同時性
といったバリエーションがある。
・従属節の述語がシテイル形式のときは、重複的同時性・全体的同時性を表す。
・従属節の述語がシタ形式のときは、接触的同時性を表す。
〈両者の相違点〉
・ 「とき」でむすばれる従属複文は、過去や未来のことも表すが（現在はまれ6）、「今」でむすばれ
る従属複文は、現在しか表せない（ただし、その幅は広い）。
・ 「とき」でむすばれる従属複文における従属節のスル・シタは、限界達成前・後というアスペク
ト的な対立を構成するが7、「今」でむすばれる従属複文では、従属節のシタは限界達成後を表す
ものの、スルは主に継続過程を表し、限界達成前を表さない。
４．因果関係を表す従属複文としての特徴
　すでに指摘しておいたように、「今」によってむすばれる従属複文は、時間従属複文としての側
面と因果関係を表す従属複文の側面をもつ。前者については前節で述べた。この節では後者につい
6　 例えば、「私が本を読んでいるとき、弟はテレビを見ている」のように、従属節にシテイル形式を用いても、
習慣性の意味になり、現在をあらわさない。「本を読んでいるときに話しかけないで」のように「…ときに」
という形なら現在もありうる。
7　 「郷里に帰る時、旧友に会った」は主節の出来事が従属節の出来事の限界達成前の段階と同時、「郷里に帰っ
た時、旧友に会った」は主節の出来事が従属節の出来事の限界達成後の段階と同時。
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て述べる。
　まず断っておきたいのは、考察対象の1407例のすべてに因果関係が読みとれるわけではないとい
うことである。だが、因果関係が読みとれる例が多数を占めることは間違いない。判断が難しいも
のもたくさんあり、正確な数値を出すことは困難であるが、筆者の見たところ、因果関係が読みと
れる用例は全体の９割以上に及ぶ。つまり、「今」によってむすばれる従属複文における因果関係
性はあくまでもimplicitなものではあるが、このタイプの複文の意味としてかなりの程度定着しつ
つあると見られるのである。以下では、用例の観察を通じて、因果関係の観点から「今」によって
むすばれる従属複文の意味を記述していく。
４．１　原因・結果の関係の場合
　まず、従属節の出来事も、主節の出来事も、書き手によって事実確認されているレアルな事態で
ある場合、従属節と主節の２つの出来事は、原因・結果の関係になる。
　例えば、例24)では、「車や飛行機での輸送が主流になった」というレアルな出来事が原因となり、
その結果として、「貨物列車は減った」という事実が確認されている。他の例も同様である。
24） ＪＲ東日本大宮支社によると、三角線は1973年の武蔵野線開通時、東北と西日本などを武
蔵野線経由で結ぶため造られた。都心を通らず物資を運ぶ大動脈として活躍したが、車や
飛行機での輸送が主流になった今、貨物列車は減った。（2016年12月15日　夕刊　１社会）
25） 子宮内膜症は、月経血が逆流して卵巣などに付き、血液とともに体外に出るはずの子宮内
膜に似た組織がそこで増殖する病だ。戦前100回程度だった女性の生涯の月経回数は晩婚
化と少産化が進むいま、４～５倍に増え、この病気に苦しむ女性が増加した。潜在患者は
250万～260万人といわれ、不妊に至る例もある。（2017年２月10日　朝刊　２総合）
26） 保護された猫とふれあって、里親になってもらう猫カフェをしているが、猫ブームといわ
れるいま、メディアの取材などが増えた。日本経済を底上げするには、政府には、中小企
業の抜本的な経営改善につながる施策にも取り組んでほしい。（2016年５月16日　朝刊　
オピニオン１）
27） 試着品だけを並べた店、自社の商品を着て、ＳＮＳで発信する販売員……。インターネッ
トで気軽に服を買えるようになったいま、店舗と通販サイトの利点を組み合わせたサービ
スが広がり始めている。（2017年８月24日　夕刊　ファッション）
28） 大相撲人気復活の今、初心者ファンに向けた観戦ガイドブックの類が多数出版されている。
（2016年11月13日　朝刊　読書1）
29） 終戦から71年。戦争を知らない世代ばかりの今、戦争経験者の「声」を聴く機会がどんど
ん失われています。８月の終戦記念日の翌日、戦場体験を語る活動を続けている元海軍兵
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士の瀧本邦慶（たきもとくによし）さんの講演が突然キャンセルされたという報道があり
ました。（2016年10月26日　朝刊　オピニオン２）
　なお、次のような、主節の事態に主体の意志がかかわる例については、主体にとって、従属節の
事態は、原因というより、主体がそのような行動をとる理由になっている。
30） タイのプミポン前国王の死去に伴い、ワチラロンコン現国王（65）が即位要請を受諾して
から１日で１年になる。この間、国王の権限強化につながる動きが続く一方で、軍事政権
は「不敬罪」で体制への批判を封じ込めてきた。前国王の喪が明けたいま、関係者は今後
の現国王の動きを注視している。（2017年12月１日　朝刊　１外報）
　以上のように、従属節と主節が原因・結果の関係にある場合、主節の述語は断定の形（シタ形式・
シテイル形式のいいきり）になる。一方、次に挙げるのは、主節に可能性が提示された例である。
これらについても、従属節にしめされた事態を原因として、そのような可能性が結果として出現し
たという、原因・結果関係がなりたっている。
31） 「政府も企業もインターネットに依存している今、たった１人か２人のサイバー攻撃で政
府の機能やインフラが破壊されかねない。危険性は、加速度的に高まっています」（2016
年１月23日　朝刊　週末ｂｅ・ｂ01）
32） 安倍政権が異次元緩和と財政出動に頼って成長戦略をおざなりにした間に、日本経済は抜
き差しならない状況に陥った。財政再建のめどが立たない今、異次元緩和を急にやめれば、
日銀という超大口の買い手を失う国債の価格が急落して金利が急騰し、経済が大混乱しか
ねない。（2016年7月4日　週刊アエラ）
33） 日米協定は、2018年７月16日に期限切れを迎える。自動延長も可能だが、その後は期限が
なくなるものの、米国が事前通告すれば一方的に協定が破棄される。高速増殖原型炉「も
んじゅ」の廃炉がほぼ確実になったいま、日本はどうプルトニウムを減らすのか、明示を
求められる可能性もある。（2016年10月15日　朝刊　５総合）
　次のような例では、主節に疑問文が用いられ、従属節にしめされた事態を起因として、それがど
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のような結果をもたらすかを探ろうとしている8。
34） 南米のスター選手を高額で集め、欧州の名門チームまで買収する。でも、代表の実力は？
中国の知られざるサッカー熱は、圧倒的な経済力を手にしたいま、どこへ向かうのか。斎
藤徳彦記者が探りました。（2016年６月10日　夕刊　２総合）
４．２　根拠・判断の関係の場合
　新聞記事のテクストを構成する部分を事実と意見に分けるなら、前の節で取り上げた例は、事実
を述べるテクストにあらわれる。それに対して、以下に取り上げる例は、意見を述べる部分にあら
われるものである。
４．２．１　おしはかり的な判断
　次の例では、主節におしはかり的な判断がしめされ、従属節にその根拠となる事実をさしだして
いる。例えば、例36)は、「米中の貿易額が大きくなった。だから、米国が貿易赤字を解消するた
めには、中国との関係が決定的となるだろう」のように、接続詞「だから」でつなぐことができ
る9。
35） 首相の強引さが森友・加計（かけ）学園疑惑にまで結びついているように見える今、多く
の国民が首相の手法に傲慢さを感じ取るのは自然なことだろう。国民が首相に直接意見を
伝えられる場はめったにない。（2017年７月21日　朝刊　オピニオン２）
36） 三つ目は貿易問題だ。米中の貿易額が大きくなった今、米国が貿易赤字を解消するために
は、中国との関係が決定的となるだろう。協力関係を深めるのか、貿易戦争に突入するの
かの分かれ道だ。（2017年11月５日　朝刊　１外報）
37） ただし、それには、欧米より低い水準にとどまり続けている最低賃金の引き上げが欠かせ
ません。求められるのは、経営者の意識改革です。人手不足が顕在化しつつある今、賃上
げを含めた労働環境の向上に努めなければ、会社を維持するのは難しくなるでしょう。
（2016年３月９日　朝刊　オピニオン１）
38） 都議選惨敗と支持率急落で強気のシナリオが揺らぎはじめた今、憲法改正は首相の解散戦
8　 なお、「昭和時代に爆発的な人気を博した歌声喫茶。団塊の世代の一斉退職が始まった2000年代以降、全国的
に再ブームとなり、勢いは増すばかりだ。「一人カラオケ」も定番になったいま、何が人々を引きつけるのか。
下関市で年４回開かれるイベント「懐かしの歌声喫茶」を訪ねた。」（2017年６月23日　朝刊　山口・１地方）
という例には因果関係が読みとれない。むしろ、逆接的である。このような用法の位置づけは今後の課題で
ある。
9　 例35）は、典型的なおしはかりではなく、断定をさしひかえたものであろう。
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略にとって制約要因となりそうだ。（2017年７月17日　朝刊　２総合）
39） 米国出身で相撲に詳しいリー・トンプソン早稲田大教授（スポーツ社会学）は「どの口上
も横綱を受ける覚悟と決意を示す点は共通している」とした上で、「難しい四字熟語が使
われ始めた当時は、外国出身力士の台頭への反発も出ていた時代。熟語は結果的に、日本
出身の横綱だと強調する効果があったのでは」。口上が「原点回帰」した背景について「外
国出身力士の活躍が当たり前になっている今、難しい言葉を使う必要性が減っているのか
もしれない」とみる。（2017年１月26日　朝刊　３社会）
　ここで注目したいのは、例36)～38)の主節が未来の出来事をあらわしているということである。
もともと「今」は幅のある現在をあらわすので、そのようなことがあっても不思議ではないが、現
状を踏まえて今後について展望するという述べ方は、次に取り上げるタイプとも共通しており、こ
のタイプの従属複文の重要な特徴であると考えられる。
４．２．２　必要性の判断
　次に取り上げるものも、従属節と主節は根拠・判断の関係にある。ただし、判断の種類が異なる。
前に取り上げたものはおしはかり的な判断であったが、ここで取り上げるのは、そのようにするこ
とが必要であるとする判断である。まず、主節の述語が「……する必要がある」である例を挙げる。
いずれも、環境や社会の状況の変化に応じた行動をとるよう提言するものである。
40） 昔のように隣近所みんなで子どもを育てる時代ではなくなった今、安心して子育てできる
環境を社会全体が連携して作る必要があります。食事の場を提供し、居場所を作る役割を
担う「子ども食堂」は子どもの成長発達にとても良い影響を与えると思います。（2016年
７月13日　朝刊　オピニオン２）
41） 極端な大雨など気象災害の増加が懸念されている今、自分の身を守るための知識を学び、
行動を考える必要がある。（2016年２月５日　朝刊　岡山全県・２地方）
42） この判決で「３倍程度は合憲」との考えが独り歩きし、改革の機運がしぼむのが心配だ。
定数是正をめぐる国会の怠慢・裏切りは何度もくり返されてきた。司法が一歩後ろに引い
てしまったいま、国民が引き続き目を光らせる必要がある。参院議員の定数配分をめぐっ
ては別の問題もある。（2017年９月28日　朝刊　オピニオン２）
43） 「テーマの是非ではなく、互いの考えの相違点を発見しその理由まで理解してほしい。そ
して合意するのかしないのか、社会集団の一人として考え抜いてほしいのです。18歳選挙
権が始まった今、こういうプロセスを年齢に見合ったかたちで学んでいく必要があると思
います。知識は古びても思考は財産になって残っていくはずですから」（2016年９月12日
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　週刊アエラ）
　次は、述語が「しなければならない」「するべきだ」といった形をとる例である。
44） 女性の「活躍推進」や貧困を巡る政策でも想定されておらず、こうした女性を対象にした
調査自体が珍しいという。男女ともに未婚化や非正規化が進む今、「支援の対象として社
会が認め、家族を基準とした社会保障制度の枠を見直していかなければならない」と話す。
（2016年２月24日　朝刊　５総合）
45） 何よりも営業努力だと考えています。お葬式やお墓に対する考え方も変わってきている今、
お寺、仏教を改めて理解してもらわなくてはいけません。たとえば、難しいお経を読んで
誰がわかるのか。わかりやすく伝えることが一番大事で、『お経は短く、説法は長く』が
肝心です。（2017年６月30日　週刊朝日）
46） 恋愛のメカニズムを科学的に研究する早稲田大の森川友義教授は「お見合い結婚が減った
今、結婚相手を探すなら95％が能動的に恋愛しなければいけなくなった」と解説します。
（2016年６月25日　夕刊　Ｕ35）
47） 一部ではなく、全面的な行使を容認すべきだ。核を持つ全体主義国家による国防の危機に
直面している今、わざわざ自らの手足を縛るような規定をすべきではない。（2016年７月
８日　朝刊　石川全県・２地方）
48） 稲田氏の関与が疑われた段階で、第三者機関の調査に切り替える手もあったが安倍政権は
拒み、内閣改造前の駆け込み公表にこだわった。特別防衛監察制度への信頼が大きく損な
われた今、第三者機関を設置して調べ直すべきだ。（2017年７月29日　朝刊１　総合）
　このほか、明示的な「必要」の表現をとっていないものでも、文レベルでは必要性があらわされ
ている例も多数見られる。例えば、例49)では、主節で「難民援助システムの改革」が必要である
という意見を述べている。そして、その根拠として、従属節に「今、難民を含めた強制移住の被害
者が全世界で6500万人を数える」という事実をしめしている。以下の例でも、主節には、必要性に
ついての書き手の判断が間接的に表現されている。
49） 日本を含めた援助国は現行の難民支援制度が事実上破綻していることを認識し、発展途上
国、援助機関と協力のうえ、おのおのが適切な責任を果たす新たな難民援助のあり方を今
すぐ検討するべきだ。忘れてならないのは開発途上地域と先進地域が責任を押し付け合い、
新たな難民支援制度の構築が遅れれば、最大の被害者となるのは難民たちだということだ。
難民を含めた強制移住の被害者が全世界で6500万人を数えるいま、難民援助システムの改
87
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第46号 （2018.11）
革は国際社会が抱える喫緊の課題である。（2017年１月12日　朝刊　オピニオン１）
50） 降雨で地下水の水位が地表近くまで上昇すれば、気化したベンゼンなどを含む有毒なガス
の濃度が地上で高くなる恐れがあり、市場の食品に影響を与える危険性は増す。濃度が低
くても、地下水が地表近くに上がってくること自体、市場の運営に支障をきたす。ガスを
地中で遮るはずの盛り土がされていない今、地下水を地表に近づけないことは汚染対策の
柱だ。（2016年10月３日　週刊アエラ）
51） 農林水産省は想定問答について「地裁での交渉に支障を及ぼす」として説明を拒んできた
が、協議が打ち切られたいま、もう拒む理由はない。説明責任を果たし、地元の不信感を
拭ったうえで、解決の糸口を探るべきだ。（2017年３月28日　朝刊　２社会）
52） 日本では安楽死は認められていません。私は安楽死の法制化を望みます。高齢化社会の今、
安楽死の必要性を論じてもよい時期ではないでしょうか。（2016年11月29日　朝刊　オピ
ニオン２）
53） 気候変動がもたらす災害や巨大地震が想定されるいま、市民にとって一番大切なのは、日
常生活の中での防災、減災教育ではないでしょうか。（2017年２月８日　朝刊　大分全県・
２地方）
54） しかし、そのような綱領作り、党作りには時間がかかります。新党結成を拙速に行えば、
確固たる理念、綱領のない、寄り合い所帯の党になってしまうだけではないでしょうか。
　参院選が間近に迫っている今、野党に求められているのは、参議院で３分の１以上の議
席を確保するよう、全力を尽くすことではないでしょうか。安倍晋三首相が、改正発議に
必要な３分の２の議席確保をめざすとしているからです。新党結成にこだわり、さらに選
挙協力を白紙に戻すようなことは避けるべきです。（2016年２月19日　朝刊　オピニオン
２）
　主節が疑問文になっている例は前にも取り上げたが、次のようなものは、それとは異なる。これ
らは、従属節にしめされた状況に対応するには、どうすることが必要かということについて問題提
起している。
55） ベトナム戦争のさなか、その歌は気負いなく平和を求める若者の心を代弁していた。それ
から半世紀近く、戦後世代は人口の８割を超えた。体験者が消えつつある今、どうやって
戦争を伝えるのか。それが、私たち「戦争を知らない大人たち」の課題になった。今夏の
ＮＨＫの終戦特集は、その点で多くの貴重なヒントを与えてくれた。軍幹部が、補給を軽
んじた無謀な作戦で多くの死傷者を出した「戦慄の記録　インパール」。（2017年９月28日
朝刊　２道）
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56） たくさんの人が乳がんにかかる今、どうやって患者さんを社会で支えていくか。考えても
らうのがピンクリボン活動。正しい情報を知らないからこわくなってしまう。正しい情報
を知ることが大切なんです。（2017年８月22日　朝刊　東特集Ｃ）
　次のような例も、前の例に準じる。主節は疑問文ではないが、現状に問題があることを指摘し、
その解決の必要性を主張している。
57） 根津のいう“難民”とは、鉄道や路線バスの廃止で移動手段を奪われた「交通難民」、大型
ショッピングモールの進出で徒歩圏内の商店街を失った「買い物難民」など、モータリゼー
ションのひずみに苦しむ人々のことだ。しかし、高齢ドライバーの誤操作による重大事故
や生活道路での歩行者の死亡事故が多発するいま、クルマがあれば済む話ではない。そこ
で根津が提案するのが「自転車以上軽自動車未満」の乗り物でこの課題を解決することだ。
（2017年２月５日　朝刊　グローブ５面）
58） 安倍晋三首相は戦力保有行使を禁じた９条２項は変えず、３項で自衛隊を明記する改憲案
を示していますが、これだと「自衛隊は戦力ではない」という欺瞞は残ったまま。北朝鮮
問題が緊迫するいま、国防を真剣に考えているのか疑問を覚える、いい加減な改憲案です。
しかし立憲民主党の枝野幸男代表も、９条２項を残して自衛隊明記という安倍改憲案と大
差ない改憲案を2013年に提示した。（2017年10月20日　朝刊　オピニオン１）
４．３　理由づけ
　次に取り上げるのは、主節にまちのぞみ文10がくる場合である。次の例では、主節には、書き手
の欲求や願い、期待が表現され、従属節には、その理由となるレアルな出来事がさしだされている。
新聞記事ということもあって、これらのまちのぞみ文の例は、社会的な意味や公共性を意識した例
が多い。
59） 「美術館の購入予算が減る今、同時代の作品を一つでも多く美術館に残したい。海外では
お金持ちがステータスのために文化に協力する習慣があるが、日本では日本なりに、小さ
なお金を出し合って残していけたら」と八木さん。（2016年７月22日　夕刊　ｂｅ金曜６面）
60） 橋本さんは「自分の父も大工だったから、家を残したいという思いに応えたかった。活字
離れが進むいま、若い人たちに向けた文学スペースにしたい」と話す。（2016年２月18日
朝刊　２社会）
10　 奥田（1986b）を参照。
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61） 南海トラフ地震も予測されるいま、四方を海に囲まれた日本の地理的条件を生かして機動
的な初動対応ができるように、常備を強く求めたい。（2016年４月25日　朝刊　オピニオ
ン２）
62） 「日本人の働き方や休み方を考え直そうという今、小さな村の小さな暮らし方があるとい
うことを、そして都会で行き詰まっている人たちに他の暮らしもあるということを、ぜひ
知ってほしい」。サミットを終えた小村さんの思いだ。（2016年12月27日　朝刊　山梨全県・
１地方）
63） 地震後初めて部員が集まったのは４月29日朝。半ズボンにＴシャツ姿。保護者らと手押し
車で土を運び、補修した。作業後、松岡順一監督（45）が言った。「野球ができることに
感謝すると、みんな漠然と言ってきたと思う。当たり前のことができないということを体
験した今、その意味を改めてよく考えて欲しい」（2016年７月６日　夕刊　２社会）
　以上、この節では、「今」によってむすばれる従属複文における因果関係をあらわす側面に焦点
をあて、この複文の従属節が、主節との関係において、原因、根拠、理由をあらわすことを見た。
５．おわりに
　以上に述べてきたように、「今」によってむすばれる従属複文には、同時関係性という時間従属
複文の側面と因果関係をあらわす従属複文の側面がある。この２つの側面は、相互に働きかけあい、
からみあって、この複文を特徴づけている。
　この複文においては、時間従属複文の側面がexplicitであり、因果関係をあらわす従属複文の側
面はimplicitである。このことによって、後者の側面は、前者の側面にしばられることになる。原因、
根拠、理由といった、さまざまなタイプの因果関係をあらわすことができるとはいえ、従属節は現
在の出来事をさしだし、主節はそれと同時関係にある出来事をさしだすという制約から逃れること
はできない。「今」によってむすばれることから必然的に生じる制約である。同時関係性という点
では、「とき」と共通するが、現在をあらわすか否かという点で、両者はむしろ相補的な関係にある。
　しかし、実際の用例からわかるのは、「今」によってむすばれる従属複文においては、典型的な
同時性や客観的な原因・結果関係をあらわすものは少なく、主節に未来志向性があらわれている例
が大変多い。現状を問題視し、それに対する対応をのぞむ、求めるという、書き手の積極的な態度
がいいあらわされているのである。この点では、因果関係の側面が時間関の側面に働きかけている
といえるだろう。
　なお、因果関係が読みとれない例もあることはすでに述べた。最後に、その一部を取り上げてお
く。過去を振り返り、そこからの成長、発展、改善などについて、感慨を込めて述べるものであり、
１つのパターンになっている。
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64） 原料のコメは「大槌復興米」と呼ばれるひとめぼれ。津波で全壊した自宅跡で菊池さんが
最初の３株を見つけた。津波に乗ってどこからかたどり着き、芽吹いたとみられる。稲は
後に復興のシンボルとして、ＮＰＯやボランティアが少しずつ増やしていった。
　震災から６年が経った今、復興米は被災地に心を寄せるツールとして活用されるように
なった。（2017年５月９日　朝刊　岩手全県・１地方）
65） 疾風のごとく帰国したので、心をブルガリアに半分残したまま上映を迎えた。いただいた
たくさんの感想も、疑惑の表面化から４カ月ほどがたった今、ようやく少しずつ噛み砕け
てきた。（2016年11月25日　夕刊　東特集Ｅ９）
66） 国交正常化から60年を迎える今、フィリピンは語学留学やダイビングなど、私たち日本の
若者にとって身近な国だ。私も学生だった６年前、ＮＧＯのボランティアとして１年間ホー
ムステイをした。（2016年４月30日　朝刊　オピニオン１）
67） 酒造りって面白そうだ。そう思い、31歳で袂（たもと）を連ねた。だが、まだそのときは
宮森に実権はない。山口が酒米を洗っているときに、濁った水を取り換えただけで、ベテ
ランの蔵人たちから「何やってんだ」と怒られた。それから８年たったいま、製造部長を
務める山口は、長谷川浩一や廣木健司からも「寫楽があるのは、山ちゃんがいるおかげだ」
と言われる存在になった。（2016年６月10日　朝刊　福島全県・２地方）
68） ４年前のソチ五輪代表選考会だった全日本のフリーでは、羽生結弦（ＡＮＡ）や高橋大輔
らと同じ最終グループで滑った。当時は高校生。20歳になった今、世界のトップ選手と堂々
と戦える実力をつけ、平昌五輪のメダル候補に躍り出た。（2017年12月25日　朝刊　スポー
ツ２）
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